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(症例報告)
ネコから吐出されたNybeliniasurmenicolaの擬充尾虫
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四吻目条虫Tetrarynchoideaに属するエペ リ
ニアNybelinhl属の条虫の成虫はサメの消化管に
寄生していることで知 られている1)0 N.sur-
menicohzは最初日本近海産のスルメイカに寄生
していた幼虫に基ずいて記載された2)0
しかし,その生活史は不明を点が多い｡幼虫期
である擬充尾虫(plerocercoid)は第2中間宿主の
スルメイカやスケトウダラに寄生しているとい
う3)｡この擬充尾虫の人休寄生症例が影井ら4),莱
地ら5),石倉ら6)によって,現在までに国内で3例
報告されてきた｡しかし,イヌやネコに感染した
例は未だ報告されていない｡今回,生のスルメイ
カを食べた飼い猫が喧吐し,吐物の中にニベリニ
ア属条虫の幼虫を発見したので虫種を同定して報
告する｡
症 例
息猫は広島県福山市で飼育されていた生後約2
カ月,体重1kgの雌の雑種猫である｡1995年10月
27日,島根県境港市より送られてきたスルメイカ
の足を生で与えたところ,約 1時間後,突然喧吐
し,胃液とともに2個の白色のゆっくり動 く虫体
を認めた｡
検 査 結 果
虫体は乳白色で,全体はゆっくりと動いており,
生きていた｡直ちに10%ホルマリンで固定した後
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計測したo内部構造はラクトフェノール液で透徹
して観察した｡ 2虫は同様の形態をしており平均
して5.8(体長)×2.1mm(体幅)の大きさであっ
た｡虫体は頭部,頚部,躯幹よりなり (Fig.1),
頭節は2.0(長)×2.1mm(幅)で,4個の吸葉と頭
端に4つの吻孔を備えていた｡吻孔のうちの2つ
からは吻の一部が突出していた｡吸葉の大きさは
2.7(長)×0.8mm(幅)であった｡頭節末端の縁膜
(velum)の長さは0.9mmであった｡頭節の内部には
バナナ型をした4個の吻嚢が観察された｡吻嚢の
大きさは0.9×0.3mmであった.吻嚢からはそれぞ
れ1本の吻が出ており,吻鞘の中を通って頭端の
吻孔から出るようになっていた｡ 4本の吻のうち
の2本は一部が吻孔より外に出ていた｡吻の大き
さは2.6mm(長)×110/〃n(直径)で吻鞘より突出
していないものでは吻嚢直前で2-3回の螺旋を
形成していた｡吻には多数の吻鈎が先端から基部
まで螺旋状に規則的に環生していた (Fig.3)0 1
環生回当たりの吻鈎の数は16個であった｡吻鈎の
形態はバラの赦状をしており(Fig.2),長さは34
〟m,基底部の幅は28〝mであった｡
考 轟
Nybelinhz属の うち特にN.su乃乃enicohzの擬
充尾虫については嶋津7)がオキアミ寄生の幼虫を,
石倉ら6)がヒト胃壁より塙出したAnisakis sim-
plexに付着していた幼虫の形態を詳しく報告 し
ている｡今回のネコの吐出した幼虫と比較してみ
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Fig.1 PlerocercoidofNybeLz-niasunnenicohZvomitedfromacat
Fig.2 Hooksofthemiddlepartoftheproboscis.
Flg.3 Proboscideswithmanyhooks.
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ニベ リニア属幼虫のネコ感染例
ると,頭節,頚部,躯幹からなる概形はN.sur-
menicolaの幼虫と非常によく似ているO虫体の大
きさに関しては固定の際に収縮するため同じ固定
標本での比較であるが,嶋津7),石倉ら6)の報告と
ほぼ一致している｡その他の頭節,吸葉,吻,吻
嚢の大きさもほとんど似ている｡特に擬充尾虫で
の比較においては吻鈎の数と形態が種の鑑別にと
って重要である8)とされている｡今回の幼虫の吻
鈎の形態はバラの線状をしており,ほぼ総て同型
で,1環生回当たり16本の吻鈎を有していた｡こ
れらの特徴はNybeliniasurmenicolaの特徴と良
く一致している｡しかもネコは幼虫を吐出する約
1時間前に第2中間宿主とされている生のスルメ
イカを食べていることから推しても,今回の幼虫
はN.surmenicolaの擬充尾虫と考えられる｡ただ
厳密な意味でネコに寄生していたと言えるかどう
かについては疑問が残る｡今回吐出された虫体は
吻には損傷が認められず,しかも虫体は動いて生
きていた｡イカを食べてから吐出するまでの時間
が約 1時間と短いことからみても,幼虫がネコの
食道や胃壁の粘膜に長時間吻で吸着していたとは
考え難い｡おそらく幼虫が粘膜に吸着しようとし
て吻を突出させて粘膜を刺激したために,曝気を
もよおし,吐出されたものと推測される｡したが
って,幼虫が完全に寄生していたとは言い難いか
もしれないが,ネコの口から出されたことは間違
いなく,ネコにおけるN.surmenicolaの感染症例
の1例である｡過去,日本においてイヌやネコに
感染し,あるいは寄生した症例は末だ報告例がな
く,ネコでは本邦における最初の報告である｡
結 語
生のスルメイカを食べた飼い猫から2匹の幼虫
が堰吐によって出された｡大きさは5.8×2.1mmで
頭部,頚部,躯幹よりなる｡頭部には吸葉,と吻
を備え,特に吻の吻鈎の形態と数からNybelinia
surmenicolaの擬充尾虫と同定した.ネコから吐
出された日本における最初の症例である｡
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(Case report)
Plerocercoids of Nybelinia surmenicola vomited from a domestic cat
in Fukuyama City, Japan
Tetsuro SAITOil, Toshiyuki HABARA2 J, Hiroyuki YAMAGUCHI3 ),
Kunie YOSHIDA4 ) and Yasumasa TONGU
Abstract
Two infective larval forms of Tetrarynchoidea-cestode were vomited from a domestic cat in 1995.
The worms were identified with the plerocercoid of Nybelinia surmenicola by their morphological
features, especially the shape and numbers of hooks on the proboscis. This is the first case of
Nybelinia-plerocercoid infection in a domestic cat in Japan.
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